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静か な 木立 の 中 に 位 む クラ シッ ク ホ テル で 寛ぎ の 空間 を お 楽し み 下 さい 


日 本 屈指 の 本 格 山岳 リゾ ー ト 
上 高地 帝国 ホテ ル 連 泊 で 寛ぐ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


3 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 深 委員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 松本 駅 か ら 最 終日 松本 駅 また は 新 
大 阪 駅 ま し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 平成 交通 また は 柿木 観光 パス また は アル ピコ 交通 ※ 部 屋 
タイ プ : 洋室 、 ホ テル の 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な リ ま す 。 基本] 山側 24mi ・ 天 窓 ・ 天 井 価 斜 あ 
り 【A タ イプ 】 山側 30mf 【B タ イブ] ダ 付 客室 37nf ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P59 
を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ ス ぽ 衣 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 せる その 他 


つ 老舗 割烹 で いた だ く 季節 の 彩り 磨 午後: 上 高地 帯 国 ホ テル 泊 (早め の 到着 、 
上 高地 の 中 心 で セン ボル 的 な 存在 感 を も つ 河 童 橋 や 、 立 ち 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 
正 池 販 策 な ど 自由 に 。 日 本 を 代表 する 名 クラ シ テル に ゆとり の 滞在 、 夕 食 は 
メイ ンダ イニ ング で フレ ンチ コー ス を ) 


由 昼 食 、 同 下 テ ル 泊 (夕食 は レス トラ ン 「 あ ず さ 誠 」 に て 和 和 和食 佑 石 料理 を ) 

午前 : 宿 一 安房 トン ネル ・ 乗 貫 スカ イラ イン 下 乗 寺 ・ 畳 平 (大 高 約 2700m に 広 
が る お 花畑) つ … 乗 政 エ コー ライ ン つ 乗数 高原 (お 天気 良けれ ば 水面 に 生 灯 岳 が 映 
る 邊 箇 池 、 項 望 者 は 普 五 聞 の 湾 ま で ミニ ハイ キン グ ) つ 
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『 最 少 催行 人 貞 : 9 名 
バス し 滞 
品 図 款 画 ⑧ 


し は フ 
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上 高地 ホテ ル と 稼 高 連峰 


上 高地 河童 橋 か ら の 眺め 


本 


上 高地 国 ホテ ル 
フレ ンチ コー ス 


牧 ・ 時 平 


1933 年 開業 。 赤い 三角 屋根 の 名 門 ク ラシック ホテ ル 
に 連 泊 滞在 。 ぬ ね くもり 感 じ る 木造 の 外観 、 吹 き 抜け 
の 館内 と 寛ぎ の 室内 空間 。 お 食事 は 信州 の 旬 の 素材 
を 使い 、 深 国 ホ テル の 伝統 の 味 を ご 堪能 る 
日 本 粘 理 し フラ ンス 料理 を 。 日 中 の 穂高 連峰 の 雄姿 、 
夕暮 れ 時 の 静か な ひと と き 、 朝 の 幻想 的 な 風景 な ど 
上 高地 の 豊か な 自然 を た っ ぷり お 楽し み 下さ い 。 


》 少 人 数 限定 ・ バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 、 上 質 の 宿 で 寛ぐ 


名 ホテ ル ・ 名 亭 に 寛ぐ 信州 * 初 秋 の 旅 
上 高地 帝国 ホテ ル と 上 林 温 泉 ・ 仙 毒 閣 


Late り 様 ) 
い a | 人 人 


Et 170.000 円 178.000 円 225.000 円 174.000 円 199000 
| 大 孤 発 』 190.000 円 198.000 円 245000 円 194000 円 208.000F 


・ 大阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 松本 駅 か ら 最 終日 東京 駅 また は 新 
大 阪 了 ま で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社交 通 また は 析 本 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 上 
室 2 泊 目 : 和室 また は モダ ン 和 室 ベ ッ ド スタ イル ※ ホ テル の 部 屋 タ イプ に より 維 金 が 異な リ ま す 。 
[基本 】 1 泊 目 山側 90nf、? 泊 目 和室 【4 タ イプ | 1 泊 目 / ペ ラン ダ 付 客室 37mf、2 泊 目 / 和 室 ペッ ドス 
タイ ル (⑬ 人 1 室 は 和室 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イ 
メー ジ で す 。 


行程 バス 中 須 空 欄 … 徒 上 


= 列車 一 般 せ そ の 他 


午後 : 上 高地 国 ホテ ル 泊 (早め の 到着 、 上 高地 の 中 心 で シン ボル 的 な 河 
童 橋 や 、 立 ち 枯れ の 木々 が 印象 的 な 大 正 池 艇 策 な ど 自由 に 、 夕 食 は メイ ンダ 
イニ ング に て フラ ンス 料理 を ) 

午前 : 宿 一 安 早 野 ワイ ナリ ー (な だ ら か な 准 畑 ) 一 須坂 能登 忠 ( 老 半 割 京 に 
て 見 た 目 に も 美しい ミニ 和 石 肘 理 ) 岩松 院 ( 刻 北斎 の 天井 画 「 八 方 明 み の 財 風 
図 ,) 小布施 ・ 北斎 館 (浮世 絵師 ・ 宮 艇 北 斉 の 肉筆 面 コレ クシ ョ ン 、 栗 の 小径 な 
と 散策 ) > 夕刻: 上 林 温 泉 ・ 上 林 ホテ ル 仙 徳 泊 ( 泊 泉 か け 流し の 密 天 風呂 で の 
ん びり 、 和 和食 像 石 夕食 ) 

午前 : 宿 一 横手 山 (スカ イレ ー タ ー と リフ ト を 乗り 総 ぎ 標高 2307m の 山頂 へ 。 北ア 
ルプ ス や 浅間 山 、 富 士 山 な ど 360 度 の パノラマ 展望 、 針 菜 樹 の 緑色 と モミ ジ ・ カ エ デ 


・ ナ ナカ マ ド な どの 紅葉 ・ 工 葉 が 線 りな す コ ント ラス ト は 見 事 ) + ロ マン スリ フト 
+ 渋 味 一 長野 = し な の 鉄道 銀 光 列車 「 ろ くも ん , (浅間 山 や 千曲 川 な ど 信州 
凍る 誠 太ら 絆 表 だ ね り の 創作 和食 料理 を ご 志 能 
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掲載 No| 


東京 発 | 6AEP5P00 | 詳 


65 大 阪 発 | 6CEP5P00 
最少 催行 人 員 : 10 名 


還 朋 @ ゆ ゅ 


し な の 鉄道 「 ろ くも ん 」 食事 


河 草 橋 か ら の 笑 高 連峰 


上 林 ホ テル 仙 療 閣 中 庭 上 林 ホ テル 仙 毒 間 客室 一 例 


日 本 初 の 本 格 的 な 山 音 リゾ ー ト ホテ ル と し て 1933 
年 に 誕生 の 名 門 ク ラシック ホテ ル 上 高地 帝国 ホテ ル 
へ 。 趣 向 を 凝 らし た 料理 の 夕食 、 木 の ね ム く も り を 感 
じ る 山小屋 風 の 空間 で 寛ぎ の ひと と き を お 過ごし 下 
きい 。 翌 日 は 湯田 中 温泉 郷 の 和 座 敷 、 数 多く の 文人 
墨 客 に 愛 き れ 大 正 ロ マン 薫る 老舗 旅館 上 林 ホ テル 仙 
姓 開 に 宿泊 。 豊 富 な 湯量 の 温泉 と 句 の 食材 を 活か し 
た 会 席料 理 を ご 堪能 下さ い 。 


